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1. 研究の背景と目的 

街歩きをする際に晴眼者はGPSなどの位置特定技術を

用いて街歩きを行い、多少精度の悪い場所があるとして

も地図画面を見ることで解決出来る。しかし画面を見る

ことの出来ない視覚障碍者は精度の悪い場所では道に迷

う恐れがある。そこで細い路地や精度の悪い巨大構造物

付近は無線タグの電波を受信し、単純な信号を補うため

のことばの地図1)で安全な歩行を行えるシステムを作成

し、視覚障碍者も街歩きを楽しめるようにすることを本

研究の目標とする。また目的施設の検索・設定のシステ

ムに関し、これまでの研究4)では都心を対象とした目的地

の施設カテゴリー分類を行ったが、本研究では郊外を対

象として検討する。そこで下記の項目を本研究の目的と

する。 
・郊外を対象地域とした目的地設定システムの確立 
・GPSと無線タグの案内を切り替える遷移範囲の確定 
・ことばの地図利用要素の確定 
 

2. ナビシステムの機能 

 本ナビシステムは視覚障碍者を対象とするため基本的

に音信号・音声で案内を行う。また情報端末としては携

帯電話、初期インターフェイスとして電子案内板を用い

る。電子案内板は晴眼者にとっては見て理解することが

出来、視覚障碍者にとっては触って理解することが出来

るものを用いる。 
  
 
 
 
 
 
 
 

図‐1 電子案内板とその連携 
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ナビシステムの利用手順は、設置した電子案内板に携 
帯電話をかざす(図‐1)ことでWEB上の目的地設定サイ

トに接続する。そこで目的地を設定し、携帯電話の音声・

音信号により目的地まで案内を行う。案内はWEBサイト

上ではPC音声、歩行では既往研究2)3)で得た単純な音信号

と本研究で検討することばの地図を用いる。ナビゲーシ

ョンの際は既存システムのGPSで案内出来る範囲はGPS
を利用し、GPSの精度が落ちる範囲は無線タグを設置す

ることで携帯電話が電波を受信して案内を行う。また単

純な信号では案内しきれない部分や、歩行の助けとなる

空間認識の案内をする際はことばの地図を用いて案内を

行う。 
 

3. 研究方法 

研究の位置付けとフローは図‐2のようになる。それぞ

れの研究方法について以下に記す。 
(1)目的地設定システム 
目的地設定システムについて、住宅地や大規模な公園、

商店街などの郊外施設が多く存在する大阪市の長居地区

を本研究の対象地域に選定する。まず長居における長居

公園全体を含む約1.2×1.2(㎞)範囲の電子地図から施設デ

ータを抽出する。そして郊外でのカテゴリー分類の基準

を作成し、抽出された施設データを基準に当てはめるこ

とで長居のカテゴリー分類を行う。郊外での基準につい

ては街中の全施設を並べ、それぞれ二段階の評価を行う

ことにより郊外での歩行案内の必要性が高いとされる施 

 

図‐2 研究の位置付けとフロー 
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設を選定することで分類を行う。 
(2)GPSと無線タグの遷移範囲 
 GPSと無線タグの遷移範囲については、まずGPSの精度

がどれ程のものであるかを実態把握する。そして今後予

定している実験においてどこまでの誤差であれば視覚障

碍者の歩行が可能であるのかを検証する。GPSの精度に

ついては歩行実験を予定している長居公園で、天気や雲

の量といった精度が左右される条件を変えて実際に携帯

電話のGPSを利用することで調査を行う。 
(3)ことばの地図の利用要素選定 
ことばの地図については、まず空間の中で案内をすれ

ば歩行がスムーズとなる要素がどれだけ含まれているの

かを確かめる。そこで歩行実験のコースを細かく地点分

けし、地点ごとに要素を抽出する。ことばの地図は最低

限の案内で歩行を助けようとするものであるため、一度

の案内は5～10秒程のものを想定しており、抽出した要素

に案内の重要度に関する優先順位を設定して要素を選定

する。 
 

5. 準備段階での成果 

(1)カテゴリー分類 
郊外でのカテゴリー分類の基準を表‐1、吉井ら4)の対

象地域である西梅田地区と長居地区のカテゴリー分類に

おける違いを表‐2に示す。都心と郊外を比較すると「コ

ンビニ」「商業施設」に代えて「商店街」が重要になる。

長居で抽出されたデータから施設数が最も多いのは「住

まい」や「オフィス」であったが、表‐1に示す通り評価

は低い。施設数が多い施設であっても案内が必要になる

とは限らない。 
 (2)GPSの誤差 

GPSの誤差については調査データからおおよその誤差

を把握した。GPSは天候条件の違いであればそれほどの

大差は出ないが、GPSを利用して立ち止まると現在地が1
秒間に5m程度ずれる地点がある。GPSの精度が最も落ち

るのは周りに大きな構造物がある地点であり、長居陸上

競技場付近は平均30mの誤差が生じた。30mの誤差が生じ

れば視覚障碍者は歩行が出来ないと考えられるため案内

は無線タグにより行うことが望ましい。 
(3)ことばの地図の要素 
ことばの地図の要素は、長居公園の歩行ルートからこ

とばの地図での案内が必要であると考えられる要素を地

点ごとに抜き出した。要素としては「場所のイメージ」「歩

行部分」「歩行方向」「道案内」の4つの観点に分け、それ

ぞれ基準を設けて評価することで地点別の要素の案内優

先順位を確定した。評価の基準については「案内をしな

ければ危険」に当てはまるものを最重要要素とし、他3基
準を設けることで評価を行った。優先順位の一例を表‐3

に示す。 

表‐1 施設重要度 

表‐2 都心と郊外の分類 

重要度 西梅田(都心) 長居(郊外) 
高 
 
 
 
 
 
 
 
低 

トイレ 
地下街へのアクセス 

交通 
コンビニ 

病院・福祉・警察 
銀行・郵便局 
商業施設 

周辺の主要ビル 

商店街 
長居公園 

グルメ・ショッピング

トイレ 
駅 
宿泊 

公共機関 
その他 

表‐3 ことばの地図利用要素の優先順位 

地

点

優先順位 
① ② ③ ④ ⑤ 

A 歩車分離 段差 車道横断 道案内 人の多さ・流れ

B 段差 道幅 点字ブロック 植栽 人の多さ・流れ

 

6. 歩行実験と今後の展開 

 長居公園での歩行実験(第1回,2009年10月実施予定)は

被験者に電子案内板から目的地設定を行ってもらい、単

純信号とことばの地図を用いて実験を行い、その後ヒア

リングを行う。成果から得られたGPSの誤差から、視覚

障碍者はどの程度の誤差までであれば歩行出来るのかを

明らかにする。またことばの地図として、最低限どのよ

うな要素を案内すれば歩行がスムーズに出来るかをヒア

リング調査する。カテゴリーについてもカテゴリーの分

類が適切であるかの確認を行う。この歩行実験の結果か

ら課題を抽出し、第2回の歩行実験へとつなげる。 
本研究は科学研究費補助金（基盤B，21360247）の助成

を受けて実施している。 
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評

価

A B C D 
高                       低 

施

設

・商店街 
・大型ショッピ

ングセンター 
・運動施設 
・レジャー施設 
・観光施設 
・飲食店 

・コンビニ 
・スーパー 
・トイレ 
・交通機関 
・宿泊施設 

・デパート 
・地下街 
・マネー 
・医療機関 
・公共施設 
・美容施設 
・娯楽施設 

・ブランド

ショップ 
・住まい 
・オフィス

・教育施設

・宗教施設


